十五、交通
１　道路

明治・大正期にお
　明治新政府は明治５年全国の道路を分類して東海道、中仙道、陸羽道などの大幹線を１等道路とし、脇往還、

ける県内道路概況
枝道の類を２等道路、村道を３等道路として定め、これの費用負担区分についても１・２等道路を政府が６分、地方が４分とし、３等道路は全額地方負担として工事を執行させた。

　山陰における大動脈である、鳥取―米子間、鳥取―戸倉間の建設は、明治１４年１０月鳥取県再置後、初の県令として着任した山田信道によって企画され、鳥取―米子間の東西貫通道路建設工事は明治１６年１月着工し、３年５か月かかって１９年６月完成した。（この工事施行の内容は明治大正時代＝山陰道の開通に掲載）

　この道路工事建設前は、鳥取―米子間の道路で荷車の通らない幅の狭いところが湖山から長瀬までの約３５ｋｍもあったというから、いかに道路が悪かったかがよくわかる。道路工事の終わった１９年６月から２か月後には、鳥取―倉吉間に乗合馬車が出現しており、ラッパの音を高らかに響かせて走る姿には、この地方の人にとっては文明の花が開いた感じがあったようである。しかし道路の改修は全国的に遅々として進まず、鉄道、海運事業の発展する割合には、河川修築や水害防御などの目前の事業が優先して道路整備は遅れていた。


　大正３年から始まった第１次世界大戦は、わが国経済の飛躍的発展の契機となり、国内市場の拡大を促したため鉄道輸送の限界と道路の重要性に対する人々の認識が深くなっていった。とくに経済発展に伴う輸送需用の急増は、明治３３年以来それまであまり普及していなかった自動車の利用を急激に増大させ、道路改良の気運は高まっていった。そして懸案の道路法も大正７年に成立し、道路管理、国庫補助金制度などの運用は昭和２７年の全面改正までの３０余年間、この法律で運用されていった。
羽合町における道
　さて、羽合町においても近年道路行政に積極的な取組みをみせており、道路新設、道路舗装に毎年大きな投
路施策
資を行っているが、現在町内につけられている道路は、国道９号線および同１７９号線を始め県道５路線、町道１６２路線認定されている。このほか郡市計画道路として将来建設される路線も策定されており、道路の姿は年々その様相を変えて行きつつある。
舗装化の進む道路
　なお町道の改良と共に重点施策として取り上げられたのが道路舗装である。舗装は昭和３８年頃から手がけられ、苦しい財源のなかから毎年予算化し、昭和４９年度末でおおよそ１５０,０００,０００円の経費をかけ、延３７,９０９米（町道認定總延長５７,２５４米）が舗装された。その結果町道は６６.２％の舗装率となり、各部落の主要道路はほとんど舗装化された。しかし舗装率の数字が感覚より低いのは、土地改良によって生まれた主要農道が町道に認定され、そのものが未舗装となっているためである。また部落内の生活道路舗装は、５１年度でほとんど完了する見込みである。
現在の羽合町道路
　昭和５０年３月現在における羽合町の道路網は別図のとおりであるが、これは国道、県道、町道の認定され

図
ているものについてあらわしてみた。国道９号線の詳細は「昭和後期時代＝国道９号線改築」に記載してあるが、付記しておけば昭和２９年天神橋架替工事に端を発してより１１年後の昭和４０年鳥取、米子間が全面開通した。また田後から倉吉を経由して姫路に向かう国道１７９号線も、昭和４０年県道から国道に昇進し、９号線と結ぶ大動脈として頻繁な交通量をかもしている。

　県道は国道９号線の完成によって旧国道９号線が県道として格下げとなったが、舗装後の昭和４３年町道に認定されたほか、橋津、浅津間の県道のうち、橋津から羽合東小学校までが町道に認定された。橋津、羽合小までが町道になったのは、国道９号線から東郷湖１周道路につながる路線が県道として認定されたため、橋津経由の県道路線が不要となったためのものである。

　この東郷湖を半周して東郷町へ達する道路は、役場近くの９号線から分離し、当初農免道路としてつけられたものであったが、４４年県道に認定され、羽合町地内は完全舗装されて農作業はもちろん、観光道路としても重要な路線となっている。

　町道については現在１６２路線あるが、別表の町内道路一覧は、主要道路のみについて掲げてみた。羽合町合併以降の主な道路改良の状況は「昭和後期時代＝羽合町の成立」のなかの事業一覧に示しているので省略する。

[image: image1.jpg]1277—
® kR € »# B 2 U & £ # &# » z a
(& ; Eho &2 M O® FE om T # AT A
D U &2 @ B L X U ik B 5 5 3 S
H T B B + T M T & K B 5 h c
i 5 WO & % ox B I 0 b T hoB
) L B b % b L FoU o Y

z 2] - B+ 8B & T & M T 3
= 5 e N — T B » A B & 3 5
% ] 5 T K E B H 5 5§ o ko 5]
5 v ¥ i OE ko= B B Kk =Y
= H#o® + > %88 -2 E ¢
® # B
S ’ Boh
& T
D b

557

ERRUEEE & U TR &N A — R B
BTH (438108)

—E B %] & AH A hew w7
o B . BT |
795 404 H
iR |s3.4| & §
- HU~TAE | ik 6,364| 40 |445| & i
oo AW | L 5.5 |33.4| F | Bk s DHFEERE {
v RIL~FABH | RI~KT-EHE . 40 [33.4| H i
o IR~ E | A s (so-ss|aal | (BEEETRE ¢ !
A - (B8 F5 Rl | FE~M 5, 335‘ 4.6~3.7(43.3 f L~AH %@{7;43“64» & i
- 34BHR (B ~F7)| ~ 1@ | 1,360 |6.0~4.6/43.3| H ~R || (Bi) i
508 i~ 1,207 4.96 [43.3| B LT :
V2B et~ B &7 6.0 |43 B ¢
oo 15158 B~ (G~ RS 1,570 | 7.0~4.0| 47,3 | 5 | JLEAMBRE ICHORE o 2
v 158BE S~ R 565 5.0 |50.3 A | A 3
16188 PEHN~H 1,623 9150.3| A | IASE
v 16288 S~ P~ 1,612 50. 3 |8 HHEELER




[image: image3.jpg]G
A

=
D/// e

—8L2T—

2 =
I=s)

Y
NS

(BI04

T AR

P




　　[image: image2.jpg]-1276—

BV S S oHIX O SR M U

i RaEN R

ERHHE | VSI0EE S T

R MEERN ODog v SRS F3

100 QA RETREIEIE  I E R

FHOQH O piel=p = EVE QS
SRIEQ MR ROREMEE DT HREHREEKPR LW |

SIXHP HEK) RERve R vl

° DROEREOEIR

o

QIR 48 10°

BHORCEEE  ERHT4 RN e
=

ESHEEIRNO VLS

R R SEL

BRI S o0 @ 0

e





